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市民協働の形態 共催 後援・協賛

特別な支援が必要な児童生徒、不登校又はその傾向にある児童生徒、子どもに悩みを持つ保護者

特別な支援を必要とする児童生徒が生き生きと学校生活を送ることができるよう、生活・学習支援を行う
とともに、不登校・不登校傾向にある児童生徒への登校支援を行う。

教育相談員巡回相談回数

事務事業評価シート
成果指標の達成度の要因分析（成果指標を設定しない場合は、その理由を記載）
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実行委員会・協議会 補助・助成 委託事業協力・協定
単位

計画

R03R02 R04

事務事業評価シート特別支援事業費
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成果指標の達成度 目標値より高い 概ね目標値どおり 目標値より低い

01 10 01 03 104080 特別支援事業費

人づくり 学校教育の充実

特別支援体制の充実

支援を行うことにより、一人ひとりの児童生徒が生き生きと学校生活を送ることができる。

○ふれあい共育の推進 39,053千円
特別な支援が必要な児童生徒に対し支援を行うふれあい共育推進員を配置

○特別支援体制の整備 1,389千円
障がいのある児童生徒への教育支援体制の整備

○学校適応支援 22,436千円
問題を抱える児童生徒及び保護者の教育相談や、特別な支援が必要な児童生徒に関する巡回指導等のた

め、教育相談員、スクールソーシャルワーカー及び生徒支援員を配置
○ことばの教室巡回指導 10,382千円
「ことばの教室」での指導を必要とする児童に対する巡回指導のため、ことばの教室巡回指導員を配置
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SSW、生徒支援員配置数（3月末）
人

ふれあい共育推進員配置数（3月末）
人

不登校生徒出現率（中学校）
％

不登校児童出現率（小学校）
％
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○

不登校のきっかけ・原因は、友人関係をめぐる問題、学業不振、家庭環境に関わる問題等、年々複雑化・多様化
し、継続化していく傾向にある。

○ 妥当である
見直し余地がある
妥当でない

向上余地がある○
向上余地がない

事業費の削減余地がある
人件費の削減余地がある

○ どちらも削減余地がない

受益機会の見直し余地がある
費用負担の見直し余地がある

○ 適正である

特別な支援が必要な児童生徒の生活面の安定を図るだけでなく、周囲全て
の児童生徒が落ち着きのある環境の中で、生き生きとした学校生活を送る
ことを目的としており、公共関与は妥当である。

学校と教育相談員、生徒支援員の連携及び各関係機関との協力により、複
雑化する不登校の要因を一つでも多く解決していくことが可能である。

一人ひとりの対応方法や対応時間が異なり、機械的に事務量等を減らすこ
とはできない。現在も工夫しながら最小限の人数で対応していることから
、削減の余地はない。

あらゆる児童生徒に義務教育の機会を与えるための事業であるので、公費
負担は適正である。

特別な支援を必要とする児童生徒への支援策として、ふれあい共育推進員を配置し、当該児童生徒が安心
して学校生活を送れる環境を整えた。また、教育相談員、生徒支援員及びスクールソーシャルワーカーが
連携・協力し、学校不適応の状況が見られる児童生徒への支援を行い、不登校等の状況の改善に努めた。

特別な支援が必要な児童生徒の増加や、不登校傾向の要因の複雑化により、ふれあい共育推進員、教育相
談員、スクールソーシャルワーカー及び生徒支援員の継続した配置が必要である。


